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1. はじめに 

 私たちの生活と「色」は切り離せない関係である。あら

ゆる物体には「色」が存在し，それらの配置・構成により

色の組み合わせを作成することを「配色」という。「配色」

は毎日の洋服のコーディネートから家のインテリア，場

合によっては食事の盛り付けにも用いられており，「配色」

も生活とは切り離せない存在である。 

また人は，初対面の相手を理解するために，まず表面的

な特徴を観察するため，相貌や衣服などの外見は第一印

象の形成に重要な役割を果たすことになる(1)。 

ゆえに毎日着用し，人の外見を構成する要素である「洋

服」における「配色」は，人の印象を形成するうえで重要

であるため，これを学習することが必要である。 

本研究では，基礎的な配色技術を習得し，利用者が洋服

の配色を学習することで，自らの洋服の配色に応用でき

るようになることを目的とする。  
 

2. 従来の学習方法と問題点 

洋服の配色を学習する方法として，色カードを並べ，配

色を学習する方法があるが，衣服の形・組み合わせを考慮

する必要がある洋服の配色では適切ではない。また，参考

書の説明や例の図を見て学習する方法では，利用者が自

ら配色を行うことが出来ない為，いずれの方法も学習効

果が低いと考える。 

 

 
        (a) 配色例            (b) 対応する色カード 

図1 実際の配色例と対応する色カード(2) 

 

これらの例を図1に示す。図1の(a)はレディースブラ

ンドであるKBF(3)の2016-17AWコレクションのルックの一

つであり，(b)はルックの配色を，色カードを縦に並べる

ことで再現したものである。このようにトップス，ボトム

ス，シューズなどそれぞれに異なる形が存在し，組み合わ

される洋服の配色は，形が合同な色カードを並べるだけ

では再現することが困難である。 

また，色彩検定の公式テキスト(4)などの配色に関する参

考書では，(a)のように完成したコーディネートを紹介す

るのみである。ゆえに学習方法が暗記に留まり，利用者が

自ら配色を行うことができない。 

 

3. 本研究における解決方法 

本研究では，コンピュータを用いることで，利用者が

様々な図の配色を行うことが容易となり，洋服における

基礎的な配色技術の習得を可能とする。 

 

4. 本システム 

4.1 本システムの構成 

本研究では，洋服の形をした図に対して，利用者が

任意の色を着色，解答できる学習システムを作成した。

システムの構成図を図2に示す。 

 

 
図2 システムの構成図 

 

本システムでは学習のために，配色技法に基づいた正

誤判定を行う。しかし，ファッションは感覚的な面が多

いため，利用者が配色を行う際には，利用者独自の主観

的感覚が強く関係してくる場合があると考える。しか

し，配色技法の概念は一般的であるため，これを学ぶこ

とで，基礎的な配色技術を習得でき，自らの配色の参考

になると考える。また，前研究(5)の課題であった解答保

存機能を作成した。 

 

4.2 本システムで使用するカラーシステム 

利用者が任意の色を着色することが求められる本シス

テムでは，利用者が好みの色を簡単に選択できるカラー

システムが必要である。そこで本システムでは，財団法人

日本色彩研究所によって開発された PCCS（Practical 

Color Co-ordinate System）を用いる(6)。 

PCCS において色は，色の三属性である「色相・明度・

彩度」において，明度・彩度の組みあわせである「トーン」

と「色相」の2種類表示できる。  
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図3 システムの画面例 

 

PCCSにおいてトーンは，12種類ありそれぞれのトー

ンが「やさしい」，「派手」などの特徴を持つため，実生

活で使用される「やさしい青」などの形容詞を用いた色

の表現をカバーできる。また，色相は赤・青・緑・黄を

ベースにした24種類の有彩色と無彩色を表現すること

ができる。 

ゆえに，多くの選択肢から利用者が好みの色を容易に

選ぶことができるため，本システムに適したカラーシス

テムである。 
 

4.3 本システムにおける学習の流れ 
作成したシステムの画面例を図3に示す。本システム

では，利用者が画面右上部のインフォメーションに表示

されている操作案内を参考にしながら，システムを使用

する。このように操作方法を，最初から列挙するのでは

なく，現在の進行状況に合わせ，一つずつ表示すること

により，より利用者が迷うことなく利用することができ

ると考える(図4)。 

 

 
図4 インフォメーションにおける操作案内例 

 

まず利用者は，最初に図3における画面右下部のモー

ド選択から着色したい図を選択する。モードはボーダー

ラインが入ったTシャツにボトムスを合わせたBASICモ

ードとセットアップスーツを用いたSUITモードの２種

類から選択する（図5）。 

 

 
       (a) BASICモード               (b) SUITモード 

図5 モード選択の種類 

 

その後，図3における画面左上部分のスクロールバー

で配色技法名を選択することで，画面中央上部にその配

色技法の特徴を表示する。 

図への着色は，図3における画面左部分の色相環とト

ーン図を使用する。色相を円状に並べた色相環から利用

者が任意の色相を選択すると，その色相のトーン図が表

示され，表示されたトーン図から任意の色を選択し，図

3の画面中央下部のボタンで各パーツを着色する。その

際に，トーン図の下にトーンの特徴を表示することで，

利用者が任意の色を選ぶ際の参考になるようにした。着

色後はボタンにもその色を着色し，ボタンの下にその色

情報を表示することで，利用者が着色した色を認知しや

すくなり，再び着色を行う際の参考となる。  

最後に，図 3 における画面中央上部の判定ボタンを押

すことで，その配色が，選択した配色技法の判定基準を満

たしているか判定する。満たしている場合は，「正解です!」

を表示し，満たしていない場合はヒントのみを表示する。

このように，間違っている場合は正解を表示するのでは

なくヒントを表示することで，自ら考える学習を促進す

る(図6)。 

PCCS 

色相環 

PCCS 

トーン図 

トーンの説明 

着色ボタンと色名 

モード選択 

保存機能 

インフォメーション 配色技法の説明 判定ボタン 配色技法 
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図6 判定後のインフォメーション例 

 

また，利用者が自らの解答を記録し，振り返ることを

可能とするために，図3における画面右下部に回答保存

ボタンを実装し，ボタンをクリックすることで，クリッ

ク後の解答がすべてCSVファイルに記録される(図7)。 

 

 
図7 CSVファイルへの書きこみ結果例 

 

これらの機能により本システムは，配色技法等を的確

に理解し，洋服の色彩学習を学ぶことに特化したシステ

ムであると考える。 

 

4.4 判定に使用する配色技法と概念 

4.1章で述べたように，本システムで用いる配色技法は，

概念が一般的である色彩検定の公式テキスト(4)に明記さ

れているものを用いる。また，イメージ配色である「モノ

トーン配色」において判定基準は，一般にモノトーンで連

想される「無彩色を使用した配色」とした。使用する配色

技法を表1に示す。 

 

表1 使用する配色技法と特徴 

配色名 色相 トーン 

ドミナントカラー 同一～類似 自由 

ドミナントトーン 自由  同一/類似 

トーンオントーン 同一/類似 自由 

トーンイントーン 自由 同一/類似 

トーナル 自由 sf,d,ltg,g 

カマイユ 同一/隣接 同一/類似 

フォカマイユ 類似 同一/類似 

ナチュラル 

ハーモニー(注1) 

隣接/類似 自由 

コンプレックス 

ハーモニー(注2) 

同一以外 自由 

モノトーン 無彩色のみ 該当なし(注3) 

(注1)黄(8)に近いものを最も明るく，青紫(20)に近いものを最も暗く 

(注2)黄(8)に近いものを最も暗く，青紫(20)に近いものを最も明るく 

(注3)無彩色にトーンは存在しないため 

また，判定の際にはPCCSにおけるトーンの関係性であ

る「類似トーン」や色相の関係性である「同一色相」，「隣

接色相」，「類似色相」を用いる。類似トーンとは，2種類

のトーンで構成され，それらが隣り合っている関係性を

表し，色相の関係性はすべて，配色に使用された色の色相

差で決定する。PCCS におけるトーンの色空間を図 8，類

似トーン・色相の関係図をそれぞれ図9，図10に示す。 

 

 
図8 PCCSトーン色空間(7) 

 

 
図9 類似トーンの関係性(8) 

 

 
図10 色相の関係性(8) 

 

 

4.5 本システムにおける判定方法 
本システムでは，基礎的な配色技法に従って判定を行

う。洋服における配色は，感覚的な部分があり，基本的な

色彩学の考え方だけでは，イメージが大きく異なる場合

がある。例えば，ベルトなどの小物でアクセントを付ける

為に，補色などを取り入れた配色において，色彩学で定義

される配色技法と多少異なっている場合でも，全体とし

てその配色に見えていれば，その配色名を使うことがあ

る(4)。つまり，洋服における配色では，その組み合わせに

より，色の許容差が広くなるが，本システムでは，基礎的

な配色技法の特徴である，表 1 の内容に従って判定基準

を選定した。 

2つのトーンが類似トーンであるかの判定は，トーンの

座標関係を用い，その為に，PCCSトーン図に便宜上座標

を付与した。座標を付与したトーン図を図11に示す。 
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図11 座標を付与したPCCSトーン図 

 

基準トーン の座標を(C1，V1)，もう一方のトーンの座

標を(C2，V2)としたとき，縦方向，横方向，斜め方向い

ずれかの条件を満たせば類似トーンと判定できる。それ

ぞれの条件式を表2に示す。 

 

表2 類似トーンの条件式 

方向 関係式 

縦方向 C1=C2かつ，|V1-V2|=1 

横方向 V1=V2 

斜め方向 C2-C1=1かつ， 

 

(ⅰ)C1=1のとき，|V1-V2|=1 

(ⅱ)C1=2のとき，|V1-V2|=0.5 

(ⅲ)C1=3のとき，|V1-V2|=1 

 

5. 評価実験とその結果 

被験者は金沢工業大学の男子学生 9人である。被験者

に対して，本システムのデモンストレーションを行い，ア

ンケートを実施した。アンケートは，項目(1)から項目(4)

の設問では 5 が最高点の 5 段階評価で回答させ，またデ

モンストレーションを見た感想や改善点を自由記述で回

答させた。実験結果を表3に示す。 

 

表3 評価実験の結果 

質問項目 平均値 

(1)システムは使いやすいか? 3.8  

(2)システムの機能性は十分か? 4.0  

(3)洋服の配色に関する知識は必要か? 4.0  

(4)システムを通して洋服の配色を学べるか? 4.0  

感想 
・服の色と背景色が重なって見えにくくなっている。 
・色によっては背景色と重なって見える。 

・保存された回答がもう少し見やすくなれば良いと思った。 

・配色した服をそのまま画像として保存出来たらよい。 

・セーブした後，図で見直すことができるといいと思う。 

・配色の考え方という点を強調しておいたほうが良い。 

 

6. 考察 

 5章の評価実験の結果より，全項目においておおむね高

い評価を得た為，本システムにおける操作性の高さと有

用性を示せた。一方で，項目(1)は他の項目よりもやや低

い点数となっており，システムの使いやすさにおいては

改善を行っていく必要がある。 

またシステムへの感想では，図に着色された配色と背

景色が重なって見えることなどの回答が得られた。ゆえ

に，配色された図の視認性を高めるための改善が必要で

あると考える。 

また，解答保存機能における感想では，保存された解答

の視認性が悪い，配色を色名だけでなく，図で保存できる

と良い，が挙げられた。これらの回答より，解答保存機能

において，文字を大きくするなどの視認性の改善や，画像

も保存できるようにする必要があると考える。 

 

7. おわりに 

 本研究では現状，効果的な学習方法がない洋服の配色

を学習できる新たな色彩学習システムの開発を行った。

評価実験の結果，本システムの操作性の高さと有用性を

示すことができたが，システムの感想より，システムの視

認性などユーザビリティ面での課題が露見した。今後，ユ

ーザビリティ面を改善しつつ，より操作性を高めるため

に，イメージ配色や図における種類の充実や，利用者がよ

り効果的な学習ができるように，解答保存機能の改善も

行う必要がある。 
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